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近
代
以
降
の
『
源
氏
物
語
』
享
受
史
を
振
り
返
れ
ば
、
谷
崎
潤
一
郎
の
訳
し
た
『
源
氏
物
語
』、
い
わ
ゆ
る
谷
崎
源
氏
の
出
版
意
義
は
大
き
い
。
谷
崎
源
氏
以
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二

前
に
も
、
例
え
ば
与
謝
野
晶
子
の
源
氏
訳
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
十
年
代
、
谷
崎
源
氏
に
つ
い
て
皇
室
へ
の
不
敬
に
あ
た
る
箇
所
を
訳
す
こ
と
が
取
り
沙
汰

さ
れ
、
発
禁
も
危
惧
さ
れ
た
こ
と
と
は
対
照
的
に
、
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
晶
子
訳
に
つ
い
て
そ
う
し
た
問
題
が
表
面
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
戦
前
、
一
部

の
イ
ン
テ
リ
層
の
教
養
で
あ
っ
た
『
源
氏
物
語
』
が
、
谷
崎
と
い
う
作
家
の
手
に
よ
っ
て
広
く
一
般
読
者
の
理
解
で
き
る
現
代
語
に
訳
さ
れ
る
。
そ
れ
が
中
央
公

論
社
と
い
う
後
盾
に
支
え
ら
れ
た
一
大
事
業
で
あ
っ
た
点
に
お
い
て
、
谷
崎
源
氏
の
社
会
的
な
影
響
は
大
き
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

昭
和
の
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
わ
た
り
、
谷
崎
源
氏
は
三
度
刊
行
さ
れ
た
。
一
度
目
は
戦
前
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
刊
行
が
開
始
し
た
『
潤
一
郎
訳 

源
氏
物
語
』
通
称
『
旧
訳
』、
二
度
目
は
戦
後
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
刊
行
が
開
始
し
た
『
潤
一
郎
新
訳　

源
氏
物
語
』
通
称
『
新
訳
』、
三
度
目
は
昭

和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
か
ら
谷
崎
の
死
後
ま
で
刊
行
が
続
い
た
『
潤
一
郎
新
々
訳　

源
氏
物
語
』
通
称
『
新
々
訳
』
で
あ
る
。
右
の
他
に
は
複
数
の
愛
蔵
版

も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
谷
崎
源
氏
は
出
版
社
に
と
っ
て
長
期
間
に
わ
た
る
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
事
実
と
は
相
反
し
て
、
研
究
者
の
谷
崎
源
氏

に
寄
せ
る
関
心
は
、
小
説
を
は
じ
め
と
し
た
創
作
作
品
群
に
比
べ
て
薄
い
。
そ
の
証
左
と
し
て
、
昨
年
没
後
五
十
年
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た
新
た
な
『
谷
崎
潤

一
郎
全
集
』（
以
下
、『
新
全
集
』
平
成
二
十
五
年
九
月
～
現
在
も
刊
行
中
、
中
央
公
論
社
新
社
）
に
、
三
つ
の
谷
崎
源
氏
は
い
ず
れ
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
三

つ
の
訳
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
ん
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
近
年
ま
で
ほ
と
ん
ど
問
わ
れ
る
こ
と
す
ら
な
か
っ
た
。

　

他
の
二
つ
の
訳
文
と
比
較
し
て
最
も
原
典
と
の
大
き
な
異
同
が
あ
る
の
は
『
旧
訳
』
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
戦
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
旧
訳
』
に
関
し
て
は

発
禁
処
分
と
な
る
危
惧
が
あ
っ
た
。
皇
統
乱
脈
を
描
く
『
源
氏
物
語
』
の
、
皇
室
へ
の
不
敬
に
あ
た
る
表
現
・
文
脈
を
中
心
と
し
た
あ
ら
ゆ
る
箇
所
の
訳
出
は
、

丁
寧
に
避
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
谷
崎
自
身
も
『
旧
訳
』
序
文
で
認
め
て
い
る（

（
（

。
こ
れ
は
原
文
の
恣
意
的
な
〈
削
除
〉
と
見
な
さ
れ
た（

（
（

。
以

来
、
谷
崎
源
氏
に
つ
い
て
は
〈
削
除
〉
と
言
う
形
で
『
源
氏
物
語
』
を
蹂
躙
し
た
の
は
誰
か
と
い
う
点
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
、
戦
前
国
体
的
論
者
と
し
て
活
躍
し

た
校
閲
者
山
田
孝
雄
の
主
導
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）、
西
野
厚
志
氏
は
、
山
田
よ
り
む
し
ろ
谷
崎
の
方
が
〈
削
除
〉
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
谷
崎
源
氏
研
究
の
先
鞭
を

つ
け
た（

（
（

。
奇
し
く
も
同
年
、
谷
崎
の
養
女
で
あ
る
観
世
恵
美
子
氏
よ
り
、『
潤
一
郎
新
訳 

源
氏
物
語
』
草
稿
（
以
下
『
新
訳
』
草
稿
）
が
國
學
院
大
學
に
寄
贈
さ

れ
た（

（
（

。『
新
訳
』
は
谷
崎
が
一
か
ら
起
筆
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
旧
訳
本
に
書
き
足
し
あ
る
い
は
書
き
直
し
を
行
う
こ
と
で
生
ま
れ
た
。
引
き
続
き
校
閲
を
担
当

し
た
山
田
に
、
新
進
気
鋭
の
『
源
氏
物
語
』
研
究
者
玉
上
琢
彌
を
中
心
と
し
た
京
都
大
学
国
文
学
者
グ
ル
ー
プ
も
加
わ
っ
た
。
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
谷
崎
と
山

田
、
玉
上
三
者
に
旧
訳
本
が
配
ら
れ
る
。
山
田
と
玉
上
は
、
め
い
め
い
旧
訳
本
に
意
見
を
書
き
入
れ
、
終
了
次
第
谷
崎
に
送
る
。
谷
崎
は
、
二
つ
を
見
比
べ
な
が
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三

ら
自
身
の
旧
訳
本
に
書
き
入
れ
を
す
る
。
そ
の
谷
崎
の
書
き
入
れ
に
従
っ
て
旧
訳
本
を
修
正
し
た
第
一
稿
、
通
称
タ
イ
プ
原
稿
が
作
成
さ
れ
る
。
タ
イ
プ
原
稿
は

旧
訳
本
と
同
様
に
三
者
に
配
ら
れ
、
同
様
の
手
順
で
加
筆
、
修
正
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、『
新
訳
』
が
誕
生
す
る
ま
で
に
は
、
谷
崎
を
中
心
と
し
て
や
り
と
り
さ
れ

た
旧
訳
本
と
タ
イ
プ
原
稿
と
が
少
な
く
と
も
そ
れ
ぞ
れ
三
種
類
以
上
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
國
學
院
大
學
で
は
書
き
入
れ
を
し
た
人
物
の
名
前
を
付
け
て
次
の

よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
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書
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壺
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夢
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浮
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注
目
す
べ
き
は
、
草
稿
が
、
原
文
の
解
釈
の
対
立
し
た
一
、二
の
事
例
を
除
い
て
直
接
対
面
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
三
者
の
往
還
の
記
録
で
あ
り
、『
旧
訳
』
か

ら
『
新
訳
』
へ
の
改
訳
の
痕
跡
を
そ
の
ま
ま
と
ど
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
最
も
簡
単
な
資
料
紹
介
の
方
法
は
、
草
稿
の
画
像
を
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
て
公
開
す
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
仮
に
草
稿
の
膨
大
な
画
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
し
、
閲
覧
を
可
能
に
し
た
と
し
て
も
、
研
究
の
進
展
は
期
待
で
き

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、『
旧
訳
』、『
新
訳
』
二
つ
の
訳
文
と
『
源
氏
物
語
』
の
原
文
、
六
種
類
の
書
き
入
れ
そ
れ
ぞ
れ
を
対
照
す
る
の
は
、
原
文
を
見
慣
れ
た
『
源

氏
物
語
』
研
究
者
で
あ
っ
て
も
骨
の
折
れ
る
作
業
で
あ
る
か
ら
だ
。
草
稿
は
先
に
挙
げ
た
通
り
六
種
類
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
き
入
れ
は
実
に
詳
細
で
あ
る
。
国

文
学
者
た
ち
の
書
き
入
れ
は
古
典
文
法
や
有
職
故
実
に
関
す
る
事
柄
も
多
い
。

　

そ
こ
で
こ
の
度
、『
源
氏
物
語
』
研
究
と
谷
崎
研
究
と
、
ど
ち
ら
に
も
寄
与
す
る
形
で
の
資
料
提
示
を
具
現
化
す
べ
く
、
校
本
の
試
作
品
で
あ
る
「
蛍
」
巻
試

案
を
作
成
し
た
。「
蛍
」
巻
は
、
訳
出
の
手
順
が
定
ま
っ
た
と
思
し
い
二
十
五
巻
目
に
あ
た
り
、
全
巻
中
で
最
も
短
い
巻
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
の
展
開
上
、

『
旧
訳
』
で
原
文
を
恣
意
的
に
歪
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
皇
室
へ
の
不
敬
と
い
う
タ
ブ
ー
と
も
、
直
接
関
わ
ら
な
い
。
試
案
で
は
、
冒
頭
に
谷
崎
が
訳
出
に
使
用

し
た
と
推
定
さ
れ
る
『
湖
月
抄
』
を
添
え
、
活
字
に
起
こ
し
た
上
記
六
種
類
の
草
稿
と
、『
旧
訳
』、『
新
訳
』、
そ
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
タ
イ
プ
原
稿
三
種
の
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四

訳
文
を
成
立
順
に
対
照
し
て
い
る
。
表
記
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
後
掲
の
凡
例
に
譲
る
が
、
谷
崎
の
視
界
に
入
っ
た
テ
ク
ス
ト
を
横
並
び
に
し
、
誰
の
書
き
入
れ

が
ど
う
『
新
訳
』
の
本
文
へ
と
反
映
さ
れ
た
か
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
努
め
た
。

　

そ
れ
で
は
、
草
稿
を
テ
ク
ス
ト
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
問
題
系
が
浮
か
び
上
が
る
だ
ろ
う
か
。

　

先
述
の
よ
う
に
、従
来
の
議
論
の
中
心
は
、『
旧
訳
』の
段
階
で
原
文
の〈
削
除
〉が
い
か
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。平
成
十
九
年（
二
〇
〇
七
）、

『
旧
訳
』
で
訳
出
さ
れ
な
か
っ
た
箇
所
を
補
っ
た
痕
跡
を
『
新
訳
』
草
稿
か
ら
摘
出
し
た
結
果
、
約
四
百
六
十
箇
所
の
加
筆
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
改
訳
の
段
階

で
不
敬
と
と
ら
え
ら
れ
る
箇
所
以
外
に
も
多
く
の
文
脈
が
補
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た（

（
（

。
そ
う
し
た
痕
跡
の
う
ち
、
皇
室
へ
の
不
敬
と
い
う
タ
ブ
ー
に
触
れ

る
可
能
性
が
あ
る
の
は
全
体
の
わ
ず
か
四
十
％
に
過
ぎ
な
い
。
右
の
事
実
か
ら
、
時
局
に
蹂
躙
さ
れ
た
不
完
全
な
訳
が
『
旧
訳
』
で
、『
旧
訳
』
の
完
全
版
が
『
新

訳
』、『
新
々
訳
』
で
あ
る
と
す
る
単
純
な
構
図
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
に
な
る
。
草
稿
に
お
い
て
は
、
特
に
玉
上
が
原
文
重
視
の
姿
勢
を
貫
き
、
原
文
と
乖
離
し

た
訳
文
に
つ
い
て
は
熱
心
に
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
玉
上
の
書
き
入
れ
か
ら
遡
及
し
て
『
旧
訳
』
の
訳
文
の
特
質
を
炙
り
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
谷
崎
の
源
氏
訳
と
創
作
と
の
関
わ
り
を
う
か
が
わ
せ
る
書
き
入
れ
も
注
目
さ
れ
る
。
源
氏
訳
は
、
谷
崎
が
作
家
人
生
の
中
で
経
済
的
に
最
も
逼
迫
し
た

時
期
に
起
筆
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
従
来
、
糊
口
を
凌
ぐ
た
め
の
仕
事
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
評
価
を
受
け
て
き
た
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
単
な
る
創
作
の
副

産
物
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
草
稿
の
詳
細
な
書
き
入
れ
か
ら
は
、
国
文
学
者
ら
の
修
正
や
指
摘
を
丁
寧
に
摂
取
し
、
あ
る
い
は
退
け

る
こ
と
で
主
体
的
に
訳
業
と
向
き
合
う
谷
崎
の
姿
勢
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
著
名
な
作
家
が
翻
訳
作
品
に
名
義
貸
し
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
事
実
を
ふ
ま
え
る

と
、
こ
の
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）、「
帚
木
」
巻
、「
若
菜
上
・
下
」
巻
に
関
す
る
草
稿
の
書
き
入
れ
を
通
し
て
、
源
氏
訳
と

創
作
活
動
と
が
、
相
互
に
影
響
し
あ
っ
て
い
る
可
能
性
を
検
証
し
た（

（
（

。
具
体
的
に
は
、『
旧
訳
』
を
作
る
三
年
半
の
間
、
創
作
の
執
筆
を
渋
っ
た
谷
崎
が
唯
一
発

表
し
た
小
説
『
猫
と
庄
造
と
二
人
の
を
ん
な
』
の
プ
ロ
ッ
ト
に
、
二
巻
目
の
「
帚
木
」
と
の
類
似
点
が
複
数
あ
る
こ
と
、
一
方
で
同
小
説
の
執
筆
が
、
三
十
四
巻

目
「
若
菜
上
」
以
降
展
開
す
る
第
二
部
世
界
の
翻
訳
へ
と
影
響
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
視
座
は
、
な
ぜ
作
家
谷
崎
が
『
源
氏
物
語
』

と
い
う
長
大
な
物
語
を
繰
り
返
し
訳
し
た
の
か
、
源
氏
訳
が
創
作
活
動
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
を
検
証
す
る
手
立
て
と
も
な
る
。

　

今
後
、
本
試
案
を
作
成
し
て
ゆ
く
過
程
で
考
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
複
数
の
人
間
が
訳
出
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
谷
崎
書
入
の
草
稿

二
種
類
に
は
、
口
述
筆
記
と
い
う
形
で
谷
崎
以
外
の
様
々
な
人
々
の
筆
跡
が
残
っ
て
い
る
。
谷
崎
源
氏
は
、
中
央
公
論
社
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
、
谷
崎
の
後

半
生
全
体
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。『
旧
訳
』
か
ら
『
新
訳
』
へ
改
訳
す
る
過
程
で
行
わ
れ
た
常
体
か
ら
敬
体
へ
と
い
う
文
体
の
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し
て

五

変
更
も
含
め
、
様
々
な
人
間
の
関
わ
り
を
通
し
て
谷
崎
源
氏
は
変
容
し
続
け
た
。
山
田
、
玉
上
ら
国
文
学
者
た
ち
の
書
き
入
れ
に
は
、
戦
前
か
ら
戦
中
の
近
代
注

釈
、
戦
後
の
現
代
注
釈
と
い
う
、
そ
の
時
代
時
代
の
研
究
成
果
も
反
映
さ
れ
て
お
り（

（
（

、『
源
氏
物
語
』
の
研
究
史
上
も
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。〈
削
除
〉
の
問
題

ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
き
た
『
旧
訳
』
は
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
注
釈
書
を
見
て
生
成
さ
れ
た
の
か
。
草
稿
の
書
き
入
れ
を
精
査
し
、
現
在
ほ
と
ん
ど
参
照
さ

れ
な
い
『
源
氏
物
語
』
の
近
代
注
釈
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
も
検
証
し
た
い
。

　

谷
崎
潤
一
郎
は
近
代
文
学
研
究
の
対
象
で
あ
る
が
、
谷
崎
源
氏
は
平
安
文
学
研
究
の
対
象
と
も
な
り
う
る
。
加
え
て
、
出
版
の
規
模
、
検
閲
を
含
め
た
戦
前
戦

後
と
い
う
当
時
の
社
会
か
ら
の
影
響
、
あ
る
い
は
社
会
へ
の
影
響
な
ど
、
歴
史
学
、
社
会
学
、
出
版
史
な
ど
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
で
あ
る
。
谷
崎
源
氏
研

究
に
関
し
て
は
、
相
互
補
完
的
な
学
術
交
流
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
学
際
的
な
研
究
に
お
い
て
、
簡
便
に
基
礎
デ
ー
タ
を
入
手
で
き
る
環
境
づ
く
り
は
不
可

欠
で
あ
る
。
本
試
案
に
つ
い
て
は
、
近
現
代
文
学
、
古
典
文
学
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
て
諸
氏
の
ご
叱
正
を
仰
ぎ
た
い
。
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、『
新
訳
』

草
稿
が
少
し
で
も
谷
崎
源
氏
研
究
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
津
直
子
）

　
　
　

凡
例

一
、
こ
れ
は
、
谷
崎
潤
一
郎
が
戦
前
に
刊
行
し
た
第
一
回
目
の
源
氏
物
語
翻
訳
と
な
る
通
称
『
旧
訳
』（
昭
和
十
四
年
一
月
～
十
六
年
七
月
）
を
経
て
、
大
戦
後

に
刊
行
し
た
第
二
回
目
の
翻
訳
、
通
称
『
新
訳
』（
昭
和
二
十
六
年
五
月
～
二
十
九
年
十
二
月
）
が
で
き
る
ま
で
の
改
訳
作
業
を
追
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
、『
旧
訳
』
か
ら
『
新
訳
』
へ
の
改
訳
過
程
に
お
い
て
は
、
現
在
所
在
が
確
認
で
き
る
範
囲
で
六
つ
の
手
入
れ
稿
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
旧
訳
本
三

種
と
、
タ
イ
プ
原
稿
三
種
で
あ
る
。

　

旧
訳
本
三
種
と
は
、『
新
訳
』
制
作
に
携
わ
っ
た
山
田
孝
雄
、
玉
上
琢
彌
が
『
旧
訳
』
へ
そ
れ
ぞ
れ
書
き
入
れ
た
山
田
書
き
入
れ
旧
訳
本
、
玉
上
書
き
入
れ
旧

訳
本
と
、
二
者
の
旧
訳
本
を
参
照
し
つ
つ
谷
崎
潤
一
郎
が
自
身
の
旧
訳
本
に
書
き
入
れ
た
谷
崎
書
き
入
れ
旧
訳
本
を
指
す
。
タ
イ
プ
原
稿
と
は
、
谷
崎
書
き
入
れ

旧
訳
本
を
元
に
起
こ
さ
れ
た
第
一
稿
で
あ
る
。『
新
訳
』
序
文
に
も
登
場
し
て
い
る
宮
地
裕
氏
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
タ
イ
プ
原
稿
は
祇
園
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
屋

に
て
五
通
作
ら
れ
た
と
い
う
（
二
通
は
所
在
不
明
）。
そ
の
う
ち
の
三
通
が
再
び
三
者
に
一
通
ず
つ
送
ら
れ
、
旧
訳
本
と
同
様
の
手
順
で
書
き
入
れ
が
行
わ
れ
た
。

す
な
わ
ち
タ
イ
プ
原
稿
三
種
と
は
、
山
田
書
き
入
れ
タ
イ
プ
原
稿
、
玉
上
書
き
入
れ
タ
イ
プ
原
稿
、
谷
崎
書
き
入
れ
タ
イ
プ
原
稿
を
指
す
。

　

本
試
案
で
は
、『
旧
訳
』
か
ら
『
新
訳
』
へ
と
至
る
過
程
を
次
の
よ
う
に
示
し
た
。
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『
旧
訳
』（
太
字
教
科
書
体
）

　
　
　

↓

　

山
旧　

…　

山
田
書
き
入
れ
旧
訳
本

　

玉
旧　

…　

玉
上
書
き
入
れ
旧
訳
本

　

谷
旧　

…　

谷
崎
書
き
入
れ
旧
訳
本

　
　
　

↓

　

夕
稿　

…　

こ
こ
ま
で
の
完
成
形
で
あ
る
タ
イ
プ
原
稿
（
以
下
『
タ
イ
プ
』。
ゴ
シ
ッ
ク
体
）

　
　
　

↓

　

山
タ　

…　

山
田
書
き
入
れ
タ
イ
プ
原
稿

　

玉
タ　

…　

玉
上
書
き
入
れ
タ
イ
プ
原
稿

　

谷
タ　

…　

谷
崎
書
き
入
れ
タ
イ
プ
原
稿

　
　
　

↓

　

完
成
形
で
あ
る
『
新
訳
』（
太
字
教
科
書
体
）

　

右
の
九
つ
の
テ
ク
ス
ト
に
加
え
て
、
三
者
が
底
本
と
し
て
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
湖
月
抄
』（
吉
澤
義
則
・
宮
田
和
一
郎　

全
七
冊　

大
正
一
五
年
）
を

冒
頭
に
添
え
た
（
湖
月
）。

一
、
本
試
案
は
、『
新
訳
』
に
お
け
る
本
文
の
区
切
り
を
重
視
し
、
一
行
を
四
七
字
と
す
る
。
ま
た
、『
旧
訳
』、『
新
訳
』
と
も
に
頭
注
を
設
け
て
い
る
。
各
巻
の

最
初
の
奇
数
ペ
ー
ジ
は
そ
の
一
葉
で
、
以
下
は
偶
数
ペ
ー
ジ
か
ら
見
開
き
の
奇
数
ペ
ー
ジ
ま
で
通
し
で
、
順
に
イ
、
ロ
、
ハ
…
と
記
号
を
振
っ
て
い
る
た
め
、
本

試
案
で
も
従
っ
た
。

一
、
用
字
は
原
則
と
し
て
原
資
料
に
拠
り
、
旧
仮
名
遣
い
・
旧
漢
字
と
す
る
。
な
お
、
崩
し
字
が
用
い
ら
れ
新
旧
の
判
別
が
不
能
の
場
合
は
通
行
の
書
体
に
統
一
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七

し
た
。

一
、『
湖
月
抄
』『
旧
訳
』『
タ
イ
プ
』『
新
訳
』
を
除
い
た
書
き
入
れ
原
稿
に
つ
い
て
は
、
書
き
入
れ
が
な
い
場
合
は
記
載
し
て
い
な
い
。
故
に
『
旧
訳
』
か
ら
修

正
が
施
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
湖
月
、
旧
訳
、
夕
稿
、
新
訳
の
み
が
並
記
さ
れ
て
い
る
状
態
と
な
る
。

一
、
頭
注
は
、
旧
訳
本
、
タ
イ
プ
原
稿
と
も
に
書
き
入
れ
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み
該
当
箇
所
の
次
行
に
付
し
た
。
な
お
、
完
成
形
で
あ
る
『
新
訳
』
の
頭
注
に
つ

い
て
は
、
変
動
の
有
る
無
し
に
関
わ
ら
ず
全
て
起
こ
し
た
。

一
、
訂
正
箇
所
に
つ
い
て
は
、
煩
雑
さ
を
避
け
て
、
書
き
入
れ
の
意
味
が
同
じ
と
見
ら
れ
る
場
合
は
出
来
る
限
り
統
一
し
た
。
例
え
ば
、
削
除
の
指
示
に
つ
い
て

は
傍
線
が
一
本
線
の
場
合
（　
　

）
と
、
二
本
線
の
場
合
（　
　

）
と
が
混
在
し
て
い
る
が
、
後
者
に
統
一
し
た
。
な
お
、
括
弧
（　

）
で
記
さ
れ
た
場
合
は
括

弧
の
ま
ま
統
一
せ
ず
に
残
し
た
。

一
、
訂
正
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
は
常
に
本
文
の
右
側
に
付
し
た
（
例
①
）。
い
く
つ
か
の
箇
所
は
、
こ
れ
ら
を
併
用
し
、
差
し
替
え
や
指
示
表
記
と
し
た
（
例

②
③
）。
追
加
箇
所
に
つ
い
て
は
ス
ラ
ッ
シ
ュ
記
号
の
後
小
文
字
で
表
記
し
た
（
例
③
）。
語
順
の
入
れ
替
え
に
つ
い
て
は
太
字
表
記
と
し
、
旧
訳
な
ど
と
見
比
べ

る
こ
と
で
分
か
る
よ
う
に
し
た
（
例
④
）。

例
①　

あ
れ
も
片ひ

ど

す

ぎ

寄
り
過
ぎ
て
を
り
ま
す
ね
」
と
仰
せ
に

例
②　

ど
の
や
う
に
な
ら
れ
るま

す

で

せ

の
で
あ
ら
う

例
③　

さ
す
が
に
／
恥
ず
か
し
く
お
な
り
な
さ
れ
て
、
さ
う
も
お
取
り
乱
し
に
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
た
が
、

例
④　

そ
つ
け
な
く
弾
ね
つ
け
て
お
い
で
に
な
る
の
が
、
お
若
い
頃
の
父
大
臣
た
ち
の
お
ん
間
柄
に
よ
く
似
て
ゐ
る
。

　
　
　

山
タ
そ
つ
け
な
い
返
事
を
な
さ
る
の
で
し
た
。
父
大
臣
た
ち
の
お
若
い
頃
の
お
ん
間
柄
に
よ
く
似
て
ゐ
る

一
、『
旧
訳
』
に
は
、
訳
出
さ
れ
な
か
っ
た
表
現
・
文
脈
が
存
在
し
、『
新
訳
』
で
は
そ
う
し
た
場
面
に
つ
い
て
加
筆
が
な
さ
れ
る
。
今
回
は
、
旧
訳
の
当
該
箇
所

を　
　
　

と
表
記
し
た
。

一
、
判
読
不
能
だ
っ
た
文
字
は
記
号
（
■
）
で
表
記
し
た
。
字
数
が
確
定
で
き
な
い
場
合
は
、
一
律
に
三
字
分
（　
　
　

）
と
し
て
い
る
。

一
、
欄
外
に
付
さ
れ
て
い
た
書
き
入
れ
に
つ
い
て
は
、【
欄
外
】
小
文
字
と
し
た
上
で
内
容
ま
た
は
位
置
に
お
い
て
該
当
す
る
箇
所
の
次
行
に
下
地
付
で
付
し
た
。

改
行
箇
所
も
そ
の
ま
ま
手
跡
を
反
映
し
て
い
る
。

り

ま

せ

ぬ

。
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一
、
タ
イ
プ
原
稿
に
つ
い
て
は
、
ふ
り
が
な
や
改
行
の
指
示
な
ど
、
編
集
者
に
よ
る
作
業
の
痕
跡
と
思
わ
れ
る
書
き
入
れ
も
あ
る
。
そ
の
判
別
は
本
試
案
の
任
で

は
な
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

 （
大
脇
絵
里
）

注（
1
）�「
正
直
を
云
ふ
と
、
此
の
原
作
の
構
想
の
中
に
は
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ゝ
現
代
に
移
植
す
る
の
は
穩
當
で
な
い
と
思
は
れ
る
部
分
が
あ
る
の
で
、
私
は
そ
こ
の
と
こ
ろ
だ
け
は
き
れ
い
に
削

除
し
て
し
ま
つ
た
」
と
あ
る
。

（
2
）�『
旧
訳
』
刊
行
時
期
か
ら
、
岡
崎
義
恵
に
よ
っ
て
本
文
の
削
除
は
厳
し
く
糾
弾
さ
れ
た
（「
谷
崎
源
氏
論
（
四
）
蹂
躙
さ
れ
た
芸
術
的
境
地
」「
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
和
一
四
年
五
月
二
六

日
）。

（
3
）
谷
崎
の
、
昭
和
三
四
年
一
二
月
稿
の
山
田
孝
雄
追
悼
文
「
あ
の
頃
の
こ
と
」（『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
第
二
三
巻
　
中
央
公
論
社
　
昭
和
五
八
年
　
三
五
六
頁
）
な
ど
。

（
4
）�

西
野
厚
志
「
谷
崎
源
氏
・
山
田
孝
雄
旧
蔵
『
定
本
源
氏
物
語
新
解
』
対
照
表
」（『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
第
一
八
集
　
平
成
一
八
年
一
〇
月
）、「
灰
を
寄
せ
集
め
る
―
山
田
孝
雄
と
谷

崎
潤
一
郎
訳
「
源
氏
物
語
」
―
」（
講
座
源
氏
物
語
研
究
第
六
巻
『
近
代
文
学
に
お
け
る
源
氏
物
語
』
お
う
ふ
う
　
平
成
一
九
年
　
一
一
三
頁
）
な
ど
。

（
5
）
秋
澤
　
亙
「
谷
崎
源
氏
と
玉
上
琢
彌
―
國
學
院
大
學
蔵
「『
潤
一
郎
新
訳
　
源
氏
物
語
』
自
筆
草
稿
」
か
ら
―
」（「
國
學
院
雜
誌
」
第
一
〇
九
巻
一
〇
号
　
平
成
二
〇
年
一
〇
月
）。

（
6
）�『
新
訳
』
草
稿
、
特
に
三
種
の
旧
訳
本
に
は
訳
文
を
加
筆
す
べ
き
と
さ
れ
た
箇
所
に
「
略
文
」
あ
る
い
は
「
補
」
な
ど
の
書
き
入
れ
も
残
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
草
稿
を
参
照
で
き

な
い
た
め
そ
の
訳
出
の
実
態
を
探
る
こ
と
が
困
難
と
思
わ
れ
た
『
旧
訳
』
を
研
究
す
る
上
で
も
参
照
す
べ
き
価
値
を
有
し
て
い
る
（
大
津
直
子
「
國
學
院
大
學
蔵
『
潤
一
郎
新
訳�

源
氏

物
語
』草
稿�

山
田
孝
雄
書
き
入
れ
旧
訳
本�

本
文
加
筆
箇
所
対
照
表
」「
國
學
院
雜
誌
」第
一
一
〇
巻
八
号
　
平
成
二
一
年
八
月
、大
津
直
子「
二
つ
の
谷
崎
源
氏
―
―
國
學
院
大
學
蔵『
潤

一
郎
新
訳�

源
氏
物
語
』
草
稿
よ
り
見
る
一
考
察
」「
文
学
・
語
学
」
第
一
九
六
号
　
平
成
二
二
年
三
月
、
大
津
直
子
「『
源
氏
物
語
』
を｢

現
代｣

に
移
植
す
る
―
―
『
旧
訳
』
か
ら
『
新

訳
』
へ�

谷
崎
源
氏
転
換
の
プ
ロ
セ
ス
」「
文
学
・
語
学
」
第
二
〇
四
号
　
平
成
二
四
年
一
一
月
）。

（
7
）�

大
津
直
子
「
谷
崎
潤
一
郎
『
猫
と
庄
造
と
二
人
の
を
ん
な
」
論�

―
「『
源
氏
物
語
』
の
翻
訳
体
験
と
の
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
」（「
日
本
近
代
文
学
」
第
九
三
集
　
平
成
二
七
年
一
一
月
）、

な
ら
び
に「
猫
を
め
ぐ
る
物
語
―
―『
源
氏
物
語
』第
二
部
世
界
と
谷
崎
潤
一
郎『
猫
と
庄
造
と
二
人
の
を
ん
な
』に
つ
い
て
―
」（「
物
語
文
学
論
究
」第
一
四
号
　
平
成
二
八
年
三
月
）。

（
8
）�

大
津
直
子
「
山
田
孝
雄
と
『
源
氏
物
語
』
―
國
學
院
大
學
蔵
『
潤
一
郎
新
訳�

源
氏
物
語
』
草
稿
に
お
け
る
注
釈
態
度
か
ら
」（「
国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要�

文
学
研
究
科
」
第
四
一
号�
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九

平
成
二
一
年
三
月
）、
な
ら
び
に
「
資
料
編�

富
山
市
立
図
書
館
山
田
孝
雄
文
庫
蔵
自
筆
原
稿
翻
刻�

源
氏
物
語
は
何
を
目
さ
し
て
か
い
た
か
」（「
野
州
国
文
学
」
第
八
三
号
平
成
二
二
年

三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
「
蛍
」
巻
試
案

湖
月
今
は
か
く
を
も
〳
〵
し
き
程
に
、
よ
ろ
づ
の
ど
か
に
、
お
ぼ
し
し
づ
め
た
る
御
有
樣

今
は
か
う
云
ふ
重
々
し
い
地
位
に
い
ら
つ
し
や
つ
て
、
何
事
に
も
の
ん
び
り
と
、
物
靜
か
に
暮
ら
し
て
お
い
で
ゞ

玉
旧
今
は
か
う
云
ふ
重
々
し
い
地
位
に
い
ゆ

ゑ

ら
つ
し
や
つ
て
、
何
事
に
も
の
ん
び
り
と
、
物
靜
か
に
暮
ら
し
て
お
い
で
ゞ

谷
旧
今
は
か
う
云
ふ
重
々
し
い
地
位
に
い
ら
つ
し
や
つい
ま
し

て
、
何
事
に
も
の
ん
び
り
と
、
物
靜
か
に
暮
ら
し
て
お
い
で
ゞ

夕
稿
今
は
此
の
や
う
に
重
々
し
い
地
位
に
い
ら
つ
し
や
い
ま
し
て
、
何
事
に
も
の
ん
び
り
と
、
物
靜
か
に
暮
ら
し
て
お
い
で
ゞ

今
はイ
此
の
や
う
に
重
々
し
い
地
位
に
い
ら
つ
し
や
い
ま
し
て
、
何
事
に
も
の
ん
び
り
と
、
物
靜
か
に
暮
ら
し
て
お
い
で
ゞ

　

注
イ
、
此
の
や
う
に
重
々
し
い
地
位
に
い
ら
つ
し
や
い
ま
し
て

　

玉
旧
／
イ
、
乙
女
巻
（
に
源
氏
卅
二
才
夏
）
太
政
大
臣
に
な
る

　

谷
旧
／
イ
、
乙
女
巻
で
源
氏
は
卅
二
歳
の
夏
に
太
政
大
臣
に
な
つ
た
の
で
あ
る

　

タ
稿
イ
、
乙
女
のト
ル

卷
で
源
氏
は
卅
二
歳
の
夏
に
太
政
大
臣
に
な
つ
た
の
で
あ
る

　

イ
、
乙
女
卷
で
源
氏
は
卅
二
歳
の
夏
に
太
政
大
臣
に
な
つ
た
の
で
あ
る

【
欄
外
】
玉
鬘
ニ
敬
語
ガ

　
　
　

多
ス
ギ
マ
ス

　
　
　

源
氏
ト
ノ
間
ニ
差
別
ガ
ア
ル
ヤ
ツ
デ
ス

こイ

ん

な

に

此イ

の
や
う
に
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一
〇

湖
月
な
れ
ば
た
の
み
聞
こ
え
さ
せ
給
へ
る
人
々
、
さ
ま
〴
〵
に
つ
け
て
、
み
な
思
ふ
さ
ま
に
さ
だ
ま
り
、
た
ゞ
よ
は
し
か
ら
で
、

あ
る
か
ら
、
お
世
話
に
な
つ
て
い
ら
つ
し
や
る
お
ん
方
々
も
、
そ
れ
〴
〵
御
自
分

の
お
氣
に
召
し
た
境
涯
に
落
ち
着
き
給
ひ
、

玉
旧
あ
る
か
ら
、
お
世
話
に
な
つ
て
い
ら
つ
し
や
る
お
ん
方
々
も
、
そ
れ
〴
〵
御
自
分
逹
の
お
氣
に
召
し
た
境
涯
に
落
ち
着
き
給
ひ
、

谷
旧
あする
か
ら
、
お
世
話
に
な
つ
て
い
ら
つ
し
や
る
お
ん
方
々
も
、
そ
れ
〴
〵
御
自
分
逹
の
お
氣
に
召
し
た
境
涯
に
落
ち
着
き
／
、
給
ひ
、

夕
稿
す
か
ら
、
お
世
話
に
な
つ
て
い
ら
つ
し
や
る
お
ん
方
々
も
、
そ
れ
〴
〵
御
自
分
逹
の
思
ひ
通
り
の
境
涯
に
落
ち
着
き
、

山
タ
す
か
ら
、
お
世
話
に
な
つ
て
い
ら
つ
し
や
る
お
ん
方
々
も
、
そ
れ
〴
〵
御
自
分
逹
の
思
ひ
通
り
の
境
涯
に
落た

ゝ
よ
は
し
か
ら
で

ち
着
き
、

す
か
ら
、
お
世
話
に
な
つ
て
い
ら
つ
し
や
る
お
ん
方
々
も
、
そ
れ
〴
〵
御
自
分

の
思
ひ

り
の
境
涯
に
落
ち
着
き
、

湖
月
あ
ら
ま
ほ
し
く
て
す
ぐ
し
給
、
た
い
の
姬
君
こ
そ
い
と
お
し
く
、
思

す
つ
か
り
御
身
分
が
お
定さ
だ

ま
り
に
な
つ
て
、
お
仕
合
せ
に

し
て
お
い
で
ゞ
あ
る
の
に
、
た
ゞ
對
の
姬
君
ば
か
り
は
、
お
可
哀
さ
う
に
も
思

玉
旧
す
つ
か
り
御
身
分
が
（
お
）
定さ
だ

ま
（
り
に
な
）
つ
て
、
お
仕
合
せ
に
過
し
て
お
い
で
ゞ
あ
る
（
の
に
、
）
た
ゞ
／
對ロ

の
姬
君
ば
か
り
は
、
お
可
哀
さ
う
に
も
思

谷
旧
す
つ
か
り
御
身
分
が
おト
ル

定さ
だ

ま
り
に
な
つ
て
、
おト
ル

仕
合
せ
に
過
し
て
お
い
で
ゞ
あ
る
の
に
、
た
ゞ
／
對ロ

の
姬
君
ば
か
り
は
、
お
可
哀
さ
う
に
も
思

夕
稿
す
つ
か
り
御
身
分
が
定さ
だ

ま
つ
て
、
仕
合
せ
に
過
し
て
お
い
で
に
な
り
ま
す
。
た
ゞ
對ロ

の
姬
君
は
、
お
可
哀
さ
う
に
も
思

山
タ
す
つ
か
り
御
身
分
が
定さ
だ

ま
つ
て
、
／
た
ゝ
よ
は
し
か
ら
で
仕
合
せ
に
過
し
て
お
い
で
に
な
り
ま
す
。
た
ゞ
對ロ

の
姬
君
は
、
お
可
哀
さ
う
に
も
思

す
つ
か
り
御
身
分
が
定さ
だ

ま
つ
て
、
仕
合
せ
に

し
て
お
い
で
に
な
り
ま
す
。
た
ゞ
對ロ

の
姬
君
は
、
お
可
哀
さ
う
に
も
思

　

注
ロ
、
對
の
姬
君

　

玉
旧
／
ロ
、
六
條
院
西
の
対
な
る
玉
鬘

【
欄
外
】
落
ち
着
き
ノ
意
ナ
ル
コ
ト
勿
論
ナ
レ
ド

　
　
　

消
極
的
ノ

　
　
　

イ
ヒ
方
ニ
シ
テ

　
　
　

ソ
レ
ヲ
否
定
ス

に

な

り

ま

す

。 思

ひ

通

り

の

思

ひ

通

り

の
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谷
旧
／
ロ
、
六
條
院
西
の
対
の
姫
君
、
即
ち
玉
鬘

　

夕
稿
ロ
、
六
條
院
西
の
對
の
姬
君
、
卽
ち
玉
鬘

　

ロ
、
六
條
院
西
の
對
の
姬
君
、
卽
ち
玉
鬘

湖
月
ひ
の
ほ
か
な
る
お
も
ひ
そ
ひ
て
、
い
か
に
せ
ん
と
お
ぼ
し
み
だ
る
め
か
れ
、
か
の

ひ
の
外
な
心
配
事
が
お
出
來
な
さ
れ
て
、
ど
う
し
て
よ
い
や
ら
と
案
じ
煩
わ
づ
ら

う
て
い
ら
つ
し
や
る
ら
し
い
。
あ
の
い
つ

玉
旧
ひ
のが
け
な
い

外
な
心
配
事
が
（
お
）
出
來
（
な
さ
れ
）
て
、
ど
う
し
て
よ
い
や
ら
と
案
じ
煩わ
づ
ら

う
て
い
ら
つ
し
や
る
ら
し
い
。
あ
の
い
つ

谷
旧
ひ
の
外
な
心
配
事
が
おト
ル

出
來
なま

し
さ
れ
て
、
ど
う
し
て
よ
い
や
ら
と
案
じ
煩わ
づ
ら

うつ

て
い
ら
つ
し
や
る
ら
し
い
／
の
で
す
。
あ
の
い
つ

夕
稿
ひ
の
外
な
心
配
事
が
出
來
ま
し
て
、
ど
う
し
て
よ
い
や
ら
と
案
じ
煩わ
づ
ら

つ
て
い
ら
つ
し
や
る
ら
し
い
の
で
す
。
あ
の
い
つ

ひ
の
外
な
心
配
事
が
出
來
ま
し
て
、
ど
う
し
て
よ
い
や
ら
と
案
じ
煩
わ
づ
ら

つ
て
い
ら
つ
し
や
る
ら
し
い
の
で
す
。
あ
の
い
つ

湖
月
げ
ん
が
、
う
か
り
し
さ
ま
に
は
、
な
ず
ら
ふ
べ
き
け
は
ひ
な
ら
ね
ど
、
か
ゝ
る
す
ぢ
に
、
か
け
て
も
人
の
お
も
ひ
よ
り

ぞ
や
の
大た
い

夫ふ

の
監げ
ん

の
厭い
や

ら
し
さ
と
は
一
緖
に
す
べ
く
も
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
風
な
お
心
が
お
あ
り
に
な
る

谷
旧
ぞ
や
の
大た
い

夫ふ

の
監げ
ん

の
厭い
や

ら
し
さ
と
は
一
緖
に
す
べ
く
も
なあ
り
ま
せ
ぬい

け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
風
な
お
心
が
お
あ
り
に
な
る

夕
稿
ぞ
や
の
大た
い

夫ふ

の
監げ
ん

の
厭い
や

ら
し
さ
と
は
一
緖
に
す
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ぬ
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
風
な
お
心
が
お
あ
り
に
な
る

ぞ
や
の
大た
い

夫ふ

の
監げ
ん

の
厭い
や

ら
し
さ
と
は
一
緖
に
す
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ぬ
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
風
な
お
心
が
お
あ
り
に
な
る

湖
月
き
こ
ゆ
べ
き
こ
と
な
ら
ね
ば
、
心
ひ
と
つ
に
お
ぼ
し
つ
ゝ
、
さ
ま
こ
と
に
う
と

と
は
誰
に
も
夢
に
も
存
じ
上
げ
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
ひ
と
り
お
胸
を
お
痛
め
に
な
り
な
が
ら
、
ま
た
格
別
な
疎う
と

玉
旧
と
は
誰
に
も
夢
に
も
存
じ
上
げ
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
ひ
と
り
お
胸
を
お
痛
め
に
な
り
な
が
ら
、
ま一

種

特

別

な

た
格
別
な
疎う
と

谷
旧
と
は
誰
に
も
夢
に
も
存
じ
上
げ
な
い
こ
と
で
あする
か
ら
、
ひ
と
り
おト
ル

胸
を
お
痛
め
に
な
り
な
が
ら
、
ま
た
格
別
な
疎う
と
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一
二

夕
稿
と
は
誰
に
も
夢
に
も
存
じ
上
げ
な
い
こ
と
で
す
か
ら
、
ひ
と
り
胸
を
お
痛
め
に
な
り
な
が
ら
、
ま
た
特
別
な
疎う
と

山
タ
と
は
誰
に
も
夢
に
も
存
じ
上
げ
な
い
こ
と
で
す
か
ら
、
ひ
と
り
胸
を
お
痛
め
に
な
り
な
が
ら
、
まさ

ま
こ
と
に

た
特
別

な

「
に
」ナ
リ「
な
」ニ
ア
ラ
ズ

疎う
と

谷
タ
と
は
誰
に
も
夢
に
も
存
じ
上
げ
な
い
こ
と
で
す
か
ら
、
ひ
と
り
／
ひ
そ
か
に
胸
を
お
痛
め
に
な
り
な
が
ら
、
ま一

種

異

様

た
特
別
な
疎う
と

と
は
誰
も
夢
に
も
存
じ
上
げ
な
い
こ
と
で
す
か
ら
、
ひ
と
り
ひ
そ
か
に
胸
を
お
痛
め
に
な
り
な
が
ら
、
一
種
異
樣
な
疎う
と

湖
月
ま
し
と
思
ひ
き
こ
え
給
、
な
に
こ
と
を
も
覺
し
し
り
た
る
御
よ
は
ひ
な
れ
ば
、
と
ざ
ま

ま
し
さ
を
感
じ
て
い
ら
つ
し
や
る
の
で
あ
つ
た
が
、
い
ろ
〳
〵
な
こ
と
が
お
分
り
に
な
る
お
年
頃
の
こ
と
な
の
で
、
あ
れ

玉
旧
ま
し
さ
を
感
じ
て
い
ら
つ
し
や
る
（
の
で
あ
つ
た
が
）、
い
ろ
〳
〵
な
こ
と
が
お
分
り
に
な
る
お
年
頃
の
こ
と
な
の
で
、
あ
れ

谷
旧
ま
し
さ
を
感
じ
て
い
ら
つ
し
や
る
の
で
あ
つ
た
が
、
い
ろ
〳
〵
な
こ
と
が
お
分
りつ
て
来
ら
れ
た

に
な
る
お
年
頃
の
こ
と
な
の
で
、
あ
れ

夕
稿
ま
し
さ
を
感
じ
て
い
ら
つ
し
や
る
の
で
し
た
。
い
ろ
〳
〵
な
こ
と
が
分
つ
て
來
ら
れ
た
お
年
頃
の
こ
と
な
の
で
、
あ
れ

山
タ
ま
し
さ
を
感
じ
て
い
ら
つ
し
や
る
の
で
し
た
。
い
ろ
〳
〵
な
こ
と
が
分
つ
て
來
ら
れ
た
お
年
頃
の
こ
と
な
の
で
、
あ
れ

ま
し
さ
を
感
じ
て
い
ら
つ
し
や
る
の
で
し
た
。
い
ろ
〳
〵
な
こ
と
が
分
つ
て
來
ら
れ
た
お
年
頃
の
こ
と
な
の
で
、
あ
れ

湖
月
か
う
ざ
ま
に
覺
し
あ
つ
め
つ
ゝ
、
母
君
の
お
は
せ
ず
な
り
に
け
る
口
お
し
さ
も
、
ま
た
と
り
か
へ
し 【

欄
外
】
心
ひ
と
つ
に
（
ヤ
ヽ
意
チ
ガ
フ
）（
サ
リ
ト
テ
池
田
氏
ノ

　
　
　

「
一
途
に
」
ト
イ
フ
ハ
當
ラ
ズ

　
　
　

寧
ろ
「
ひ
と
り
」
ノ
方

　
　
　

マ
サ
ル
、「
人
ニ

　
　
　

イ
ハ
レ
ヌ
コ
ト
」
ナ
ル
故

　
　
　

「
心
一
ツ
」
ト
イ
フ

　
　
　

ナ
ル
ベ
シ
）

【
欄
外
】
若
紫
ニ
「
中
将
の
君
も
お
と
ろ
〳
〵
し
う
さ
ま
こ
と
な
る
夢
を
み
給
て
」

　
　
　

コ
ノ
訳　
　
　

ニ
「
異
様
な
夢
」
ト
訳
セ
リ
、
ソ
レ
ニ
准
ス
ベ
キ
カ

し

た

。
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三

や
こ
れ
や
と
お
考
へ
集
め
に
な
つ
て
は
、
母
君
が
い
ら
つ
し
や
ら
な
い
口く
ち

惜を

し
さ
な
ど
を
も
、
今
更
の
や
う
に

玉
旧
や
こ
れ
や
と
お
考
へ
集
め

0

0

に
な
つ
て
は
、
母
君
が
い
ら
つ
し
や
ら
な
い
口く
ち

惜を

し
さ
な
ど
を
も
、
今
更
の
や
う
に

谷
旧
や
こ
れ
や
と
お
考
へ
集
め
に
な
つ
て
は
、
母
君
が
いお
亡
く
な
り
な
さ
れ
た

ら
つ
し
や
ら
な
い
口く
ち

惜を

し
さ
な
ど
を
も
、
今
更
の
や
う
に

夕
稿
や
こ
れ
や
と
お
考
へ
集
め
に
な
つ
て
は
、
母
君
が
お
亡
く
な
り
な
さ
れ
た
口く
ち

惜を

し
さ
を
も
、
今
更
の
や
う
に

山
タ
や
こ
れ
や
と
お
考
へ
集
め
に
な
つ
て
は
、
母
君
が
お
亡
く
な
り
なに

け

る
さ
れ
た
口く
ち

惜を

し
さ
を
も
、
今
更
の
や
う
に

谷
タ
や
こ
れ
や
と
お
考
へ
集
め
に
な
つ
て
は
、
母
君
が
おト
ル

亡
く
な

り
つ
て
お
し
ま
ひ

な
さ
れ
た
口く
ち

惜を

し
さ
を
も
、
今
更
の
や
う
に

や
こ
れ
や
と
お
考
へ
集
め
に
な
つ
て
は
、
母
君
が
亡
く
な
つ
て
お
し
ま
ひ
な
さ
れ
た
口く
ち

惜を

し
さ
を
も
、
今
更
の
や
う
に

湖
月
お
し
く
か
な
し
く
お
ぼ
ゆ
、
お
と
ゞ
も
う
ち
い
で
そ
め
給
て
は
中
々
く
る
し
く
お
ぼ

悔
し
く
悲
し
く
お
思
ひ
に
な
る
。
大お
と
臣ゞ
も
今
は
却
つ
て
、
お
惱
み

ば
し
て
い
ら
つ
し
や
つ
た
が
、

山
旧
悔
し
く
悲
し
く
お
思
ひ
に
な
る
。
大お
と臣ゞ

も　
　
　

今
は
却
つ
て
、
お
惱
み
遊
ば
し
て
い
ら
つ
し
や
つ
た
が
、

玉
旧
悔
し
く
悲
し
く
お
思
ひ
に
な
る
。
大お
と臣ゞ

も
／
不
図
今
は
／
思
ひ
を
お
漏
ら
し
な
さ
つ
て
の
ち
は
却
つ
て
、
お
惱
み
遊
ば
し
て
い
ら
つ
し
や
つ
た
が
、

谷
旧
悔
し
く
悲
し
く
お
思
ひ
に
な
る
。
大お
と臣ゞ
も
／
、
今　
　
　
　
　
　
　
　

は
却
つ
て
、
お
惱
み

ん

で

遊
／
に
ば
し
て
い
ら
つ
し
や
つい
ま
し

た
が
、
／
人
目
を
憚
り
給
う
て
、
ち
よ
つ

と
し
た
こ
と
も
よ
う
仰
せ
に
な
ら
ず
、
苦
し
さ
の
餘
り
に
は

夕
稿
悔
し
く
悲
し
く
思
ふ
の
で
す
。
大お
と臣ゞ
も
、
お
口
に
出
し
て
お
打
ち
明
け
に
ま
り
ま
し
て
か
ら
は
、
却
つ
て
惱
ん
で
い
ら

悔
し
く
悲
し
く
思
ふ
の
で
す
。
大お
と
臣ゞ
も
、
お
口
に
出
し
て
お
打
ち
明
け
に
な
り
ま
し
て
か
ら
は
、
却
つ
て
惱
ん
で
い
ら

湖
月
せ
ど
、
人
め
を
は
ゞ
か
り
給
つ
ゝ
、
は
か
な
き
こ
と
を
も
え
聞
え
給
は
ず
、
く
る
し
く
も
お
ぼ
さ
る
ゝ

何玉
旧
何　
　
　
　
　
　
　

か　
　
　
　
　
　
　

と

夕
稿
つ
し
や
い
ま
し
た
が
、
人
目
を
憚
り
給
う
て
、
ち
よ
つ
と
し
た
こ
と
も
よ
う
仰
せ
に
な
ら
ず
、
苦
し
さ
の
餘
り
に
は
何 【

欄
外
】
今
サ
シ
道
長
ヲ
思
フ
心
テ
ア
リ
タ
シ

ふ

の

で

す

。

お
口
に
出
し
て
お
打
ち
明
け
に
な
り
ま
し
て
か
ら
は
、

人
目
を
憚
り
給
う
て
一
寸
し
た
こ
と
も
仰
せ
に
な
れ
ず
、
苦
し
い
ま
で
に
お
感
じ
な
の
で
、
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一
四

つ
し
や
い
ま
し
た
が
、
人
目
を
憚
り
給
う
て
、
ち
よ
つ
と
し
た
こ
と
も
よ
う
仰
せ
に
な
ら
ず
、
苦
し
さ
の

り
に
は
何

湖
月
ま
ゝ
に
、
し
げ
く
わ
た
り
給
つ
ゝ
、
お
も
へ
の
人
ど
を
く
の
ど
や
か
な
る
お
り
は
、
た
ゞ
な
ら
ず
け
し
き
ば
み
聞
え
給
ご
と
に
、

か
と
足
繁
く
お
渡
り
に
な
つ
て
は
、
お
前
が
ひ
つ
そ
り
と
人ひ
と

氣け

の
な
い
折
な
ど
に
、
そ
れ
と
仄
ほ
の
め

か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

山
旧
か
と
足
繁
く
お
渡
り
に
な
つ
て
は
、
お
歬
が
ひ
つ
そ
り
と
人ひ
と

氣け

の
な
い
折
な
ど
に
、　
　
　

そ
れ
と
仄ほ
の
め

か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

玉
旧
足
繁
く
お
渡
り
に
な
つ
て
は
、
お
歬
が
ひ
つ
そ
り
と
人ひ
と

氣け

の
な
い
折
な
ど
に
／
は
、
、
そ
れ
と
／
我
慢
で
き
ず

仄ほ
の
め

か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

谷
旧
か
と
足
繁
く
お
渡
り
に
な
つ
て
は
、
お
歬
が
ひ
つ
そ
り
と
人ひ
と

氣け

の
な
い
折
な
ど
に
、
そ
れ
と
仄ほ
の
め

か
／
し
さ給

ふ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
に
、

夕
稿
か
と
足
繁
く
お
渡
り
に
な
り
ま
し
て
、
お
歬
が
ひ
つ
そ
り
と
人ひ
と

氣け

の
な
い
折
に
、
そ
れ
と
仄ほ
の
め

か
し
給
ふ
こ
と
が
あ
り
ま

か
と
足
繁
く
お
渡
り
に
な
り
ま
し
て
、
お
前
が
ひ
つ
そ
り
と
人ひ
と

氣け

の
な
い
折
に
、
そ
れ
と
仄
ほ
の
め

か
し
給
ふ
こ
と
が
あ
り
ま

湖
月
む
ね
つ
ぶ
れ
つ
ゝ
、
け
ざ
や
か
に
は
し
た
な
く
き
こ
ゆ
べ
き
に
は
あ
ら
ね
ば
、

の
に
、
そ
の
つ
ど
は
つ
と

ば
し
な
が
ら
、
さ
う
き
つ
ぱ
り
と
、
間
の
惡
い
目
に
お

は
せ
に
な
る
譯
に
も
行
か
ず
、

玉
旧
の
に
、
そ
の
つ
ど
は
つ
と
遊0

ば
し

0

0

な
が
ら
、（
さ
う
）
き
つ
ぱ
り
と
、
間
の
惡
い
目
に
お
遇
は
せ
に
な
る
譯
に
も
行
か
ず
、

谷
旧
そ
の
つ
ど
は
つ
と
遊な

さ

り
ば
し
な
が
ら
、
さ
う
き
つ
ぱ
り
と
、
間
の
惡
い
目
に
お
遇
は
せ
に申

す
な
る
譯
に
も
行
か
ず
、

夕
稿
す
の
で
、
そ
の
つ
ど
は
つ
き
り
と
な
さ
り
な
が
ら
、
さ
う
き
つ
ぱ
り
と
、
間
の
惡
い
目
に
お
遇
は
せ
申
す
譯
に
も
行
か
ず
、

す
の
で
、
そ
の
つ
ど
は
つ
と
な
さ
り
な
が
ら
、
さ
う
き
つ
ぱ
り
と
、
間
の
惡
い
目
に
お

は
せ
申
す
譯
に
も
行
か
ず
、

湖
月
た
ゞ
み
し
ら
ぬ
さ
ま
に
も
て
な
し
き
こ
え
給
ふ
、
人
ざ
ま
の
わ
ら
ゝ
か
に
、
け
ぢ
か
く
も
の
し

た
ゞ
そ
の
や
う
な
こ
と
は
分
ら
ぬ
風
に
あ
し
ら
う
て
お
い
で
に
な
る
の
で
あ
る
。
で
も
御
性
質
が
晴
れ
や
か
で
、
人
な
つ
こ
く
て

谷
旧
た
ゞ
そ
の
や
う
な
こ
と
は
分
ら
ぬ
風
に
あ
し
ら
うつ

て
お
い
で
に
な
る
の
で
あ
る
。
でト

ルも
御
性
質
が
晴
れ
や
か
で
、
人
な
つ
こ
く
て

タ
稿
た
ゞ
そ
の
や
う
な
こ
と
は
分
ら
ぬ
風
に
あ
し
ら
つ
て
お
い
で
に
な
り
ま
す
。ツ
ヾ
ク―

御
性
質
が
晴
れ
や
か
で
、
人
な
つ
こ
く
て

り
ま
し
て
、

り
ま
す
の
で
、

り

ま

す

。
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五

た
ゞ
そ
の
や
う
な
こ
と
は
分
ら
ぬ
風
に
あ
し
ら
つ
て
お
い
で
に
な
り
ま
す
。
御
性
質
が
晴
れ
や
か
で
、
人
な
つ
こ
く
て

湖
月
給
へ
ば
、
い
た
く
ま
め
だ
ち
た
る
心
ち
し
給
へ
ど
、
な
を
お
か
し
く
あ
い
ぎ
や
う

お
い
で
ゞ
あ
る
か
ら
、
せ
い
〴
〵
取
り
澄
ま
し
た
お
つ
も
り
で
い
ら
つ
し
や
つ
て
も
、
矢
張
に
こ
や
か
に
、
愛
嬌
の
お
あ

玉
旧
お
い
で
ゞ
あ
る
か
ら
、
せ
い
〴
〵
取
り
澄
ま
し
た
お
つ
も
り
で
い
ら
つ
し
や
つ
て
も
、
矢
張
に
こ
や
か
に

0

0

0

0

0

、
愛
嬌
の
お
あ

谷
旧
お
い
で
ゞ
あする
か
ら
、
せ
い
〴
〵
取
り
澄
ま
し
た
おト
ル

つ
も
り
で
い
ら
つ
し
や
つい
ま
し

て
も
、
矢
張
に
こ
や
か
に
、
愛
嬌
の
おああ

夕
稿
お
い
で
ゞ
す
か
ら
、
せ
い
〴
〵
取
り
澄
ま
し
た
つ
も
り
で
い
ら
つ
し
や
い
ま
し
て
も
、
矢
張
に
こ
や
か
に
、
愛
嬌
の
あ

お
い
で
ゞ
す
か
ら
、
せ
い
〴
〵
取
り
澄
ま
し
た
つ
も
り
で
い
ら
つ
し
や
い
ま
し
て
も
、
矢
張
に
こ
や
か
に
、
愛
嬌
の
あ

湖
月
つ
き
た
る
け
は
ひ
の
み
見
え
た
ま
へ
ば
、
兵
部
卿
の
宮
な
ど
は
、
ま
め
や
か
に
せ
め
き
こ
え
給
、
御
ら
う
の
程
は

り
に
な
る
と
こ
ろ
が
見
え
給
ふ
の
で
、
兵
部
卿
宮
な
ど
は
切せ
つ
〳
〵々

お
た
よ
り
を
お
上
げ
に
な
つ
て
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
の
辛し
ん

苦く

を

山
旧
り
に
な
る
と
こ
ろ
が
見
え
給
ふ
の
で
、
兵
部
卿
宮
な
ど
は
切せ
つ
〳
〵々

お
た
よ
り
を
お
上
げ
に
な
つ
て
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
の
辛し

ん

苦く

を

谷
旧
り
に
な
る
と
こ
ろ
が
／
お
見
え
給に
な
り
ま
すふ

の
で
、
兵
部
卿
宮
な
ど
は
切せ
つ
〳
〵々

お
た
よ
り
を
お
上
げ
に
な
つ
て
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
の
辛し
ん

苦く

を　
御
心
労
を
な
さ
つ

重
ね
ら
れ

夕
稿
る
と
こ
ろ
が
お
見
え
に
な
り
ま
す
の
で
、
兵
部
卿
宮
な
ど
は
切せ
つ
〳
〵々

お
た
よ
り
を
お
上
げ
に
な
り
ま
す
。
―
ツ
ヾ
ク

ま
だ
そ
れ
ほ
ど
の

谷
タ
る
と
こ
ろ
が
お
見
え
に
な
り
ま
す
の
で
、
兵
部
卿
宮
な
ど
は
切せ
つ
〳
〵々

お
た
よ
り
を
お
上
げ
に
な
り
ま
す
。ツ
ヾ
ク―
ま
だ
／
志
を
お
見
せ
に
な
つ
て
か
ら
そ
れ
ほ
ど
の

る
と
こ
ろ
が
お
見
え
に
な
り
ま
す
の
で
、
兵
部
卿
宮
な
ど
は
切せ
つ
〳
〵々

お
た
よ
り
を
お
上
げ
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
志
を
お
見

湖
月
い
く
ば
く
な
ら
ぬ
に
、「
五
月
雨
に
な
り
ぬ
る
う
れ
へ
を
し
給
て
、

重
ね
ら
れ
た
譯
で
も
な
い
の
に
、
も
う
五イ

月
雨
に
な
つ
た
こ
と
を
お
訴
へ
な
さ

山
旧
重
ね
ら
れ
た
譯
で
も
な
い
の
に
、
も
う
イ
五
月
雨
に
な
つ
た
こ
と
を
お
訴
へ
な
さ

【
欄
外
】「
を
か
し
く
」

り
ま
す
。



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
五
巻
（
二
〇
一
七
年
）

一
六

谷
旧
た
譯
で
も
なあ
り
ま
せ
ぬい
の
に
、
も
う
イ
五
月
雨
に
な
つ
た
こ
と
を
お
訴
へ
な
さ

夕
稿
御
心
勞
を
な
さ
つ
た
譯
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ
の
に
、
も
う
五イ

月
雨
に
な
つ
た
こ
と
を
お
訴
へ
な
さ

山
タ
御
心
勞
を
な
さ
つ
た
譯
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ
の
に
、
も
う
五イ

月
雨
に
な
つ
た
こ
と
を
お
訴
へ
な
さ

谷
タ
御日

数

を

經

心
勞
を
な
さ
つ
た
譯
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ
の
に
、
も
う
イ
五
月
雨
に
な
つ
た
こ
と
を
お
訴
へ
な
さ

せ
に
な
つ
て
か
ら
そ
れ
ほ
ど
の
日
數
を
經
た
譯
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ
の
に
、
も
う
五イ

月
雨
に
な
つ
た
こ
と
を
お
訴
へ
な
さ

　

注
イ
、
五
月
雨

　

夕
稿
イ
、
五
月
は
緣
を
結
ぶ
こ
と
を
忌
ん
だ
月
で
あ
る
と
云
ふ

　

イ
、
五
月
は
緣
を
結
ぶ
こ
と
を
忌
ん
だ
月
で
あ
る
と
云
ふ

湖
月
す
こ
し
け
ぢ
か
き
程
を
だ
に
ゆ
る
し
給
は
ゞ
、
思
ふ
こ
と
を
も
、
か
た
は
し
は
る
け

れ
て
、「
今
少
し
お
側

い
あ
た
り
へ
伺
ふ
譯
に
は
行
か
な
い
で
せ
う
か
。
せ
め
て
心
に
あ
る
こ
と
の
片
端
な
り
と
も
聞
え
上
げ
て
、
気
を
晴

谷
旧
れ
て
、「
今
少
し
お
側
近
い
くあた

り
へ
伺
ふ
譯
に
は
行
か
な
い
で
せ
う
か
。
せ
め
て
心
に
あ
る
こ
と
の
片
端
な
り
と
も
聞
え
上
げ
て
、
気
を
晴

夕
稿
れ
て
、「
今
少
し
近
く
へ
伺
は
せ
て
戴
け
ま
し
た
ら
、
心
に
あ
る
こ
と
の
片
端
な
り
と
も
聞
え
上
げ
て
、
気
を
晴

山
タ
れ
て
、「
今
少
し
近
く
へ
伺
は
せ
て
戴
け
ま
し
た
ら
、
心
に
あ
る
こ
と
の
片
端
な
り
と
も
聞
え
上
げ
て
、
気
を
晴

れ
て
、「
今
少
し
お
側

く
へ
伺
は
せ
て
戴
け
ま
し
た
ら
、
心
に
あ
る
こ
と
の
片
端
な
り
と
も
聞
え
上
げ
て
、
気
を
晴

湖
月
て
し
が
な
と
、
き
こ
え
給
へ
る
を
、
殿
御
ら
ん
じ
て
、
な
に
か
は

ら
し
た
い
も
の
で
す
が
」
と
お
し
た
ゝ
め
に
な
る
の
で
あ
つ
た
が
、
大
臣
は
御
覽

ば
し
て
、「
ま
あ
〳
〵
、

【
欄
外
】
志
ヲ
見
セ
テ
モ
多
ク
ノ
日
数
ヲ
経
ヌ
ナ
リ

　
　
　
　
　
　

【
欄
外
】「
年
功
」
ト
イ
フ
ニ
近
シ

　

【
欄
外
】「
ら
う
」
ハ
功
労
を
つ
む
の
意
ニ
シ
テ

　
　
　
　
　

苦
労
ノ
意
ト
誤
ナ
リ
コ
ノ
意
ノ
説
ハ

　
　
　
　
　

誤
ニ
近
シ

　
　
　
　
　

又
日
数
ノ
意
ニ
近
シ

は

せ

て

戴

け

ま

し

た

ら

、
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七

谷
旧
ら
し
すたい
も
の
で
す
が
」
と
お
し
た
ゝ
め
に
な
る
の
で
あしつ
た
が
、
大
臣
は
御
覽
／
に
遊な

り
まば

し
て
、「
ま
あ
〳
〵
、

夕
稿
ら
す
の
で
す
が
」
と
お
し
た
ゝ
め
に
な
る
の
で
し
た
が
、
大
臣
は
御
覽
に
な
り
ま
し
て
、「
ま
あ
〳
〵
、

山
タ
ら
す
の
で
す
が
」
と
お
し
た
ゝ
め
に
な
る
の
で
し
た
が
、
大
臣
は
御
覽
に
な
り
ま
し
て
、「
ま
あ
〳
〵
、

玉
タ
ら
す
の
で
す
が
」
と
お
し
た
ゝ
め
に
な
る
の
で
し
た
が
、
大
臣
は
御
覽
に
な
り
ま
し
て
、「
ま風

流あ
〳
〵
、

谷
タ
ら
す
の
で
す
が
」
と
お
し
た
ゝ
め
に
な
る
の
で
し
た
が
、
大
臣
は
御
覽
に
な
り
ま
し
て
、「
ま
あ
〳
〵
、

ら
す
の
で
す
が
」
と
お
し
た
ゝ
め
に
な
る
の
で
し
た
が
、
大
臣
は
御
覽
に
な
り
ま
し
て
、「
何
の
、
構
ふ
も
の
で
す
か
。

湖
月
此
君
逹
の
す
き
給
は
ん
は
、
み
所
あ
り
な
ん
か
し
、
も
て
は
な
れ
て
な
き
こ
え
給
そ
と
を
し

か
う
云
ふ
お
方
た
ち
の
お
戲
れ
は
さ
ぞ
見
所
が
あ
る
こ
と
で
せ
う
。
あ
ま
り
そ
つ
け
な
く
な
さ
い
ま
す
な
」
と
お
諭さ
と

玉
旧
か
う
云
ふ
お
方
た
ち
の
お
戲
れ

0

0

0

は
さ
ぞ
見
所
が
あ
る
こ
と
で
せ
う
。
あ
ま
り
そ
つ
け
な
く
な
さ
い
ま
す
な
」
と
お
諭さ
と

谷
旧
か
う
云
ふ
お
方
た
ち
の
お御
懇
望
な
ら

戲
れ
は
さ
ぞ
見甲

斐

の
所
が
あ
る
こ
と
で
せ
う
。
あ
ま
り
そ
つ
け
な
く
な
さ
い
ま
す
な
」
と
お
諭さ
と

夕
稿
か
う
云
ふ
お
方
た
ち
の
御
懇
望
な
ら
さ
ぞ
甲
斐
の
あ
る
こ
と
で
せ
う
。
あ
ま
り
そ
つ
け
な
く
な
さ
い
ま
す
な
」
と
お
諭さ
と

玉
タ
か
う
云
ふ
お
方
た
ち
の
御
懇
望
な
ら
さ
ぞ
甲
斐
の
あ
る
こ
と
で
せ
う
。
あ
ま
り
そ
つ
け
な
く
な
さ
い
ま
す
な
」
と
お
諭さ
と

か
う
云
ふ
お
方
た
ち
の
御
懇
望
な
ら
さ
ぞ
甲
斐
の
あ
る
こ
と
で
せ
う
。
あ
ま
り
そ
つ
け
な
く
な
さ
い
ま
す
な
」
と
お
諭さ
と

【
欄
外
】
何
モ
遠
慮
ハ
イ
ラ
ヌ
ナ
ル
ベ
シ

　
　
　

何
カ
ハ
苦
カ
ラ
ン　

ナ
ル
ベ
シ

　
　
　

ナ
ル
ベ
シ

　
　
　

何
か
は

【
欄
外
】（
女
ヲ
対
手
ニ
）

　
　
　

ミ
ヤ
ビ
ナ
ル
振
舞
ヲ
ス

　
　
　
　

【
欄
外
】「
す
き
た
ま

　
　
　
　
　
　
　

は
ん
は
」

何
の
、
構
ふ
も
の
で
す
か
。

【
欄
外
】「
す
き
給
は
ん
は
」

【
欄
外
】
旧
訳

　
　
　
　
「
お
戲
れ
」

　
　
　

コ
ノ
中
間
ニ

　
　
　

願
ヒ
タ
シ
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一
八

湖
月
へ
て
、
御
か
へ
り
時
々
聞
え
給
へ
と
て
、
御
か
へ
り
を
し
へ
て
か
ゝ
せ
奉
り
給
へ
ど
、

し
に
な
り
、「
時
々
、
御

事
を
お
上
げ
な
さ
い
」
と
、
お
ん
文
の
文
句
を
敎
へ
て
お
上
げ
に
な
つ
て
、
お
書
き
に
な
る
や
う
に
お
勸
め
に
な
る
。
し
か
し
姬
君

玉
旧
し
に
な
り
、「
時
々
、
御
﨤
事
を
お
上
げ
な
さ
い
」
と
、
お
ん
文
の
文
句
を
敎
へ
て
（
お
上
げ
に
な
つ
て
）、
お
書
き
に
な
る
や
う
に
お
勸
め
に
な
る
。（
し
か
し
）
姬
君

谷
旧
し
に
な
り
、「
時
々
、
御
﨤
事
を
お
上
げ
な
さ
い
」
と
、
お
ん
文
の
文
句
を
敎
へ
て
／
、
お
上
げ
に
な
つ
て
、
お
書
き
に
な
る
や
う
に
お
勸
め
に
な
る
。
し
か
し
姬
君

夕
稿
し
に
な
り
、「
時
々
、
御
﨤
事
を
お
上
げ
な
さ
い
」
と
、
文
句
を
敎
へ
て
、
お
書
か
せ
に
な
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
姬
君

谷
タ
し
に
な
り
、
＼
「
時
々
、
御
﨤
事
を
お
上
げ
な
さ
い
」
と
、
文
句
を
敎
へ
て
、
お
書
か
せ
に
な
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
姬
君

し
に
な
り
、「
時
々
、
御

事
を
お
上
げ
な
さ
い
」
と
、
文
句
を
敎
へ
て
、
お
書
か
せ
に
な
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
姬
君

湖
月
い
と
う
た
て
覺
え
給
へ
ば
、
み
だ
り
心
ち
あ
し
と
て
聞
え
給
は
ず
、
人
々
も
こ
と
に

は
お
厭い
や

な
の
で
、
氣
分
が
惡
い
と
仰
せ
に
な
つ
て
、
書
か
う
と
も

ば
さ
れ
な
い
し
、
女
房

の
中
に
も
、

玉
旧
は
お
厭い
や

な
の
で
、
氣
分
が
惡
い
と
（
仰
せ
に
な
つ
て
、）
書
か
う
と
も
遊
ば
さ
れ
な
い
し
、
女
房
逹
（
の
中
に
）
も
、

谷
旧
は
お
厭い
や

な
の
で
、
氣
分
が
惡
い
と
仰
せ
に
な
つ
て
、
書
か
う
と
も
遊
ば
さ
れ
な
い
し
、
女
房
逹
の
中
に
も
、
／
取
り
分
け
て
身
分
の
よ
い
。

夕
稿
は
お
厭い
や

な
の
で
、
氣
分
が
惡
い
と
仰
せ
に
な
つ
て
、
書
か
う
と
も
な
さ
い
ま
せ
ぬ
。
女
房
逹
の
中
に
も
、
取
り

山
タ
は
／
い
と
お
厭い
や

な
の
で
、
氣
分
が
惡
い
と
仰
せ
に
な
つ
て
、
書
か
う
と
も
な
さ
い
ま
せ
ぬ
。
女
房
逹
の
中
に
も
、
取
り

谷
タ
は
／
ひ
ど
く
お
厭い
や

な
の
で
、
氣
分
が
惡
い
と
仰
せ
に
な
つ
て
、
書
か
う
と
も
な
さ
い
ま
せ
ぬ
。
女
房
逹
の
中
に
も
、
取
り

は
ひ
ど
く
お
厭い
や

な
の
で
、
氣
分
が
惡
い
と
仰
せ
に
な
つ
て
、
書
か
う
と
も
な
さ
い
ま
せ
ぬ
。
女
房

の
中
に
も
、
取
り

湖
月
や
む
ご
と
な
く
、
よ
せ
を
も
き
な
ど
も
、
お
さ
〳
〵
な
し
、
た
ゞ
は
ゝ
君
の
御
お
ぢ
な
り
け
る
、
宰
相
ば
か

御
代
筆
が
勤
ま
る
や
う
な
身
分
柄
の
者
な
ど
は
殆
ど
ゐ
な
い
。
た
ゞ
母
君
の
お
ん
伯
父
で
、
宰イ

相
ぐ
ら

玉
旧
御身

分

も

あ

り

御

代

筆

の

勤

ま

る

や

う

な

者

な

ど

は

代
筆
が
勤
ま
る
や
う
な
身
分
柄
の
者
な
ど
は
殆
ど
ゐ
な
い
。
た
ゞ
母
君
の
お
ん
伯
父
で
、
宰イ

相
ぐ
ら

か

せ

に

な

る

の

で

す

け

れ

ど

も

、

な

さ

ら

な

い

。

な

さ

い

ま

せ

ぬ

。
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一
九

谷
旧
御
代
筆
が
勤
ま
る
や
う
な
身
分
柄
の
者
な
ど
は
殆
ど
ゐ
な
い
。
た
ゞ
母
君
の
お
ん
伯叔

父
で
、
宰イ

相
ぐ
ら

夕
稿
分
け
て
身
分
の
よ
い
、
御
代
筆
が
勤
ま
る
や
う
な
者
な
ど
は
殆
ど
ゐ
ま
せ
ぬ
。
た
ゞ
母
君
の
お
ん
叔
父
で
、
宰ロ

相
ぐ
ら

山
タ
分
け
て
身
分
の
よ
い
、
御
代
筆
が
勤
ま
る
や
う
な
者
な
ど
は
殆0

あ
ん
ま
り
？ど0

ゐ
ま
せ
ぬ
。
た
ゞ
母
君
の
お
ん
叔0

を
ぢ
ト
カ
ナ
ツ
ク
ル
？父0

で
、
宰ロ

相
ぐ
ら

谷
タ
分
け
て
身
分
の
よ
い
、
御
代
筆
が
勤
ま
る
や
う
な
者
な
ど
は
殆餘

りど
ゐ
ま
せ
ぬ
。
た
ゞ
母
君
の
お
ん
叔
父
で
、
宰ロ

相
ぐ
ら

【
欄
外
】
伯
父
カ

　
　
　

叔
父
カ

　
　
　

明
カ
ナ
ラ
ズ

　
　
　

諸
注

　
　
　

伯
父
ト
セ
リ

　
　
　

夕
顔
ノ
父

　
　
　

三
位
中
将

　
　
　

参
議
ハ

　
　
　
　

官
ト
シ
テ
ハ

　
　
　
　

中
将
ヨ
リ

　
　
　
　

重
ケ
レ
ド

　
　
　
　

四
位
モ
有

　
　
　
　

コ
ト
ア
レ
バ

　
　
　
　

叔
父
ノ
方

　
　
　
　

或
ハ
ヨ
カ
ラ
ン

　
　
　
　

但
シ
強
ク
主
張
シ
ウ
ル

　
　
　

理
由
ナ
シ

ま
せ
ぬ
。

【
欄
外
】
古
人
ヲ
サ
ス
ニ

　
　
　

ソ
ノ
極
官
ヲ
次
デ

　
　
　

称
フ
ル
故
ニ
「
な
つ
た

　
　
　

こ
と
の
あ
る
」
ハ
イ
ハ
ズ

　
　
　

シ
テ
ヨ
キ
筈

　
　
　

ナ
リ
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二
〇

分
け
て
身
分
の
よ
い
、
御
代
筆
が
勤
ま
る
や
う
な
者
な
ど
、

り
ゐ
ま
せ
ぬ
。
た
ゞ
母
君
の
お
ん
叔
父
で
、
宰ロ

相
ぐ
ら

　

注
ロ
、
宰
相

　

夕
稿
イ
、
参
議
の
唐か
ら

名な

　

ロ
、
参
議
の
唐か
ら

名な

湖
月
り
の
人
の
む
す
め
に
て
、
心
ば
せ
な
ど
口
お
し
か
ら
ぬ
が
、
世
に
お
と
ろ
へ
殘
り
た
る
を
、
尋
と
り
給
へ

ゐ
に
な
つ
た
こ
と
の
あ
る
人
の
娘
で
、
才
能
な
ど
も
一

り
は
備
は
つ
て
ゐ
る
の
が
、
親
に
後お
く

れ
て
落
ち
ぶ
れ
て
ゐ
た
の
を
お
取
り

谷
旧
ゐ
に
な
つ
た
こ
と
の
あ
る
人
の
娘
で
、
才
能
な
ど
も
一
通
り
は
備
は
つ
て
ゐ
るま
す

の
が
、
親
に
後お
く

れ
て
落
ち
ぶ
れ
て
ゐ
／
ま
し
た
の
を
お
取
り

夕
稿
ゐ
に
な
つ
た
こ
と
の
あ
る
人
の
娘
で
、
才
能
な
ど
の
一
通
り
は
備
は
つ
て
ゐ
ま
す
の
が
、
親
に
後お
く

れ
て
落
ち
ぶ
れ
て
ゐ
ま
し
た
の
を
お
取
り

山
タ
ゐ
に
な
つ
た
こ
と
の
あ
る
人
の
娘
で
、
才
能
な
ど
の
一
通
り
は
備
は
つ
て
ゐ
ま
す
の
が
、
親
に
後お
く

れ
て
落
ち
ぶ
れ
て
ゐ
ま
し
た
の
を
お
取
り

谷
タ
ゐ
に
な
つ
た
こ
と
の
あ
る
人
の
娘
で
、
才
能
な
ど
の
一
通
り
は
備
は
つ
て
ゐ
ま
す
の
が
、
親
に
後お
く

れ
て
落
ち
ぶ
れ
て
ゐ
ま
し
た
の
を
お
取
り

ゐ
の
人
の
娘
で
、
才
能
な
ど
も
一

り
は
備
は
つ
て
ゐ
ま
す
の
が
、
親
に
後お
く

れ
て
落
ち
ぶ
れ
て
ゐ
ま
し
た
の
を
お
取
り

湖
月
る
ぞ
、
宰
相
の
君
と
て
、
手
な
ど
も
よ
ろ
し
く
か
き
、
お
ほ
か
た
も

立
て
に
な
つ
て
、
宰
相
の
君
と
云
ふ
名
で
呼
ん
で
い
ら
つ
し
や
つ
た
が
、
そ
れ
が
手
な
ど
も
相
應
に
書
き
、
い
つ
た
い

玉
旧
立
て
に
な
つ
て
、
宰
相
の
君
と
云
ふ
名
で
呼
ん
で
い
ら
つ
し
や
つ
た
が
、
そ
れ
が
手
な
ど
も
相
應
に
書
き
、
い大

体

が

つ
た
い

谷
旧
立
て
に
な
つり
ま
し

て
、
宰
相
の
君
と
云
ふ
名
で
呼
ん
で
い
ら
つ
し
や
つい
ま
し

た
が
、
そ
れ
が
手
な
ど
も
相
應
に
書
き
、
い
つ
た
い

夕
稿
立
て
に
な
り
ま
し
て
、
宰
相
の
君
と
云
ふ
名
で
呼
ん
で
い
ら
つ
し
や
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
手
な
ど
も
相
應
に
書
き
、
い
つ
た
い

山
タ
立
て
に
な
り
ま
し
て
、
宰
相
の
君
と
云
ふ
名簡

単

ニ

イ

フ

方

ナ

キ

カ

で
呼
ん
で
い
ら
つ
し
や
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
手
な
ど
も
相
應
に
書
き
、
い
つ
た
い

谷
タ
立
て
に
な
り
ま
し
て
、
宰
相
の
君
と
云ト

ル

ふ
名
で
呼
ん
で
い
ら
つ
し
や
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
手
な
ど
も
相
應
に
書
き
、
い
つ
た
い

立
て
に
な
り
ま
し
て
、
宰
相
の
君
と
呼
ん
で
い
ら
つ
し
や
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
手
な
ど
も
相
應
に
書
き
、
い
つ
た
い
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二
一

湖
月
お
と
な
ひ
た
る
人
な
れ
ば
、
さ
る
べ
き
お
り
〳
〵
御
﨤
り
な
と
か
ゝ
せ
た
ま
へ
ば
、

に
世
馴
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
然
る
べ
き
折
々
の
お
ん

り
ご
と
な
ど
を
お
云
ひ
つ
け
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

玉
旧
に
世
馴
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
然
る
べ
き
折
々
の
お
ん
﨤
り
ご
と
な
ど
を
お
云
ひ
つ
け
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

旧
訳
に
世
馴
れ
て
ゐ
るま
す

と
こ
ろ
か
ら
、
然
る
べ
き
折
々
の
お
ん
﨤
り
ご
と
な
ど
を
お
云
ひ
つ
け
に
な
る
こ
と
が
あ
るり
ま
す

の
で
、

夕
稿
に
世
馴
れ
て
ゐ
ま
す
と
こ
ろ
か
ら
、
然
る
べ
き
折
々
の
お
ん
﨤
り
ご
と
な
ど
を
お
云
ひ
つ
け
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

山
タ
に
世
馴
れ
て
ゐ
ま
す
と
こ
ろ
か
ら
、
然
る
べ
き
折
々
の
お
ん
﨤
り
／
「
ご
と
／
」
な
ど
を
お
云
ひ
つ
け
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

谷
タ
に
世
馴
れ
て
ゐ
ま
す
と
こ
ろ
か
ら
、
然
る
べ
き
折
々
の
お御ん
﨤
り
事ご
と
な
ど
を
お
云
ひ
つ
け
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

に
世
馴
れ
て
ゐ
ま
す
と
こ
ろ
か
ら
、
然
る
べ
き
折
々
の
御

事
な
ど
を
お
云
ひ
つ
け
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

湖
月
め
し
出
て
こ
と
葉
な
ど
の
給
て
か
ゝ
せ
給
ふ
、

そ
の
者
を
お
召
し
出
し
に
な
り
、
言
葉
な
ど
を
授
け
て
お
書
か
せ
に
な
る
。

玉
旧
そ
の
者
を
お
召
し
出
し
に
な
り
、
言
葉
な
ど
を
授教

へ

て
け
て
お
書
か
せ
に
な
る
。

谷
旧
そ
の
者
を
お
召
し
出
し
に
な
り
／
ま
し
て
、
言
葉
な
ど
を
授
け
て
お
書
か
せ
に
な
るり
ま
す

。

夕
稿
そ
の
者
を
お
召
し
出
し
に
な
り
ま
し
て
、
言
葉
な
ど
を
授
け
て
お
書
か
せ
に
な
り
ま
す
。

そ
の
者
を
お
召
し
出
し
に
な
り
ま
し
て
、
言
葉
な
ど
を
授
け
て
お
書
か
せ
に
な
り
ま
す
。

湖
月
物
な
ど
の
た
ま
ふ
さ
ま
を
、
ゆ
か
し
と
お
ぼ
す
な
る
べ
し
、
さ
う
じ
み
は
、

殿
に
し
て
み
れ
ば
、
宮
が
物
な
ど
仰
せ
ら
れ
る
御
樣
子
を
御
覽
に
な
り
た
い
の
で
あ
ら
う
が
、
姬
君
も
ま
た
、

玉
旧
殿
に
し
て
み
れ
ば
、
宮
が
物
な
ど
仰
せ
ら
れ
る
（
御
）
樣
子
を
御
覽
に
な
り
た
い
の
で
あ
ら
う
（
が
）、
姬
君
も
ま
た
、

谷
旧
殿
に
し
て
み
れ
ば
、
宮
が
物
な
ど
／
を
仰
せ
ら
れ
る
御ト
ル

樣
子
を
御
覽
に
な
り
た
い
の
で
あせら
う
／
。
が
、
姬
君
も
ま
た
、

夕
稿
殿
に
し
て
み
れ
ば
、
宮
が
物
な
ど
を
仰
せ
ら
れ
る
樣
子
を
御
覽
に
な
り
た
い
の
で
せ
う
。
姬
君
も
ま
た
、

落

ち

着

い

た

人

な

の

で

、
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二
二

山
タ
殿
に
し
て
み
れ
ば
、
宮
が
物
な
ど
を
仰
せ
ら
れ
る
樣
子
を
御
覽
に
な
り
た
い
の
で
せ
う
。
姬
君
も
ま
た
、

玉
タ
殿
に
し
て
み
れ
ば
、
宮
が
物
な
ど
を
仰
せ
ら
れ
る
樣
子
を
御
覽
に
な
り
た
い
の
で
せ
う
。
姬
君
も
ま
た
、

谷
タ
殿
に
し
て
み
れ
ば
、
宮
が
物ど
ん
な
風
に
云
ひ
寄
ら

な
ど
を
仰
せ
ら
れ
る
／
か
、
樣
子
を
御
覽
に
な
り
た
い
の
で
せ
う
。
／
當たうの
姬
君
も
ま
た
、

殿
に
し
て
み
れ
ば
、
宮
が
ど
ん
な
風
に
云
ひ
寄
ら
れ
る
か
、
樣
子
を
御
覽
に
な
り
た
い
で
せ
う
。
當た
う

の
姬
君
も
ま
た
、

湖
月
か
く
う
た
て
あ
る
物
な
げ
か
し
の
後
は
、
こ
の
宮
な
ど
は
哀
げ
に
き
こ
え
給
時
は
、
す
こ
し

あ
の
淺
ま
し
い
思
ひ
を

ば
し
て
か
ら
は
、
此
の
宮
な
ど
が
殊
勝
ら
し
い
こ
と
を
仰
せ
ら
れ
る
と
、
少
し
は

谷
旧
あ
の
淺
ま
し
い
思
ひ
を
遊な

さ

つ
ば
し
て
か
ら
／
後
は
、
此
の
宮
な
ど
が
殊哀
れ
げ
に
云
つ
て
お
寄
越
し
に
な
り
ま
す

勝
ら
し
い
こ
と
を
仰
せ
ら
れ
る
と
、
少
し
は

夕
稿
あ
の
淺
ま
し
い
思
ひ
を
な
さ
つ
て
か
ら
後
は
、
此
の
宮
な
ど
が
哀
れ
げ
に
云
つ
て
お
寄
越
し
に
な
り
ま
す
と
、
少
し
は

あ
の
淺
ま
し
い
思
ひ
を
な
さ
つ
て
か
ら
後
は
、
此
の
宮
な
ど
が
哀
れ
げ
に
云
つ
て
お
寄
越
し
に
な
り
ま
す
と
、
少
し
は

湖
月
み
い
れ
給
ふ
時
も
あ
り
け
り
、
な
に
か
と
お
も
ふ
に
は
あ
ら
ず
、
か
く
心
う
き

心
を
惹
か
れ
給
ふ
折
も
な
い
で
は
な
か
つ
た
。
そ
れ
と
云
ふ
の
も
、
何
か
と
慕
う
て
い
ら
つ
し
や
る
の
で
は
な
く
て
、
歎
か

玉
旧
心
を
惹
か
れ

0

0

0

0

0

給
ふ
折
も
な
い
で
は
な
か
つ
た
。
そ
れ
と
云
ふ
の
も
、
何
か
と
慕
う
て
い
ら
つ
し
や
る
の
で
は
な
く
て
、
歎
か

谷
旧
心眼
を
と
め
て
お
讀
み
に
な
る

を
惹
か
れ
給
ふ
折
も
な
いあ

り

ま

し

で
は
な
か
つ
た
。
そ
れ
と
云
ふ
の
も
、
何
か
と
／
戀
ひ
慕
うつ

て
い
ゐ
ら
つ
し
や
る
の
で
は
な
く
て
、
歎
か

夕
稿
眼
を
と
め
て
お
讀
み
に
な
る
折
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
云
ふ
の
も
、
何
か
と
戀
ひ
慕
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
て
、
歎
か

山
タ
眼
を
と
め
て
お
讀
み
に
な
る
折
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
云
ふ
の
も
、
何
／
の
か
／
の
と
戀
ひ
慕
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
て
、
／
か
く
歎
か
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人
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玉
タ
眼
を
と
め
て
お
讀
み
に
な
る
折
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
云
ふ
の
も
、
何
か
と
戀
ひ
慕
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
て
、
歎
か

谷
タ
眼
を
と
め
て
お
讀
み
に
な
る
折
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
云
ふ
の
も
、
何ど

う

の

か

う

の

と

思

ふ

か
と
戀
ひ
慕
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
て
、
歎
か

眼
を
と
め
て
お
讀
み
に
な
る
折
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
云
ふ
の
も
、
ど
う
の
か
う
の
と
思
ふ
の
で
は
な
く
て
、
歎
か

湖
月
御
氣
色
み
ぬ
わ
ざ
も
が
な
と
、
さ
す
が
に
ざ
れ
た
る
所
つ
き
て
お
ぼ
し

は
し
い
大
臣
の
な
さ
れ
方
を
、見
ぬ
や
う
に
す
る
術す
べ

も
が
な
と
お
思
ひ
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、さ
す
が
に
宮
を
洒
落
れ
た
お
方
よ
と
お
感
じ

ば
す
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、

玉
旧
は
し
い
大
臣
の
な
さ
れ
方
を
、
見
ぬ
や
う
に
す
る
術す
べ

も
が
な
と
お
思
ひ
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
さ
す
が
に
宮
を
洒
落
れ
た
お
方
よ
と
お
感
じ
遊
ば
す
や
う

に
な
つ
た
の
で
は
あ
る
が
、

谷
旧
は
し
い
大
臣
の
な
さ
れ
方
を
、
見
ぬ
や
う
に
す
る
術す
べ

も
が
な
と
おト
ル

思
ひ
ふにな

る
と
こ
ろ
か
ら
、
さ
す
が
に
宮
を
洒
落
れ
た

お
方
よ
と
お
感
じ
遊
ば
す
や
う
に
な
つ
た
の
で
は
あ
る
が
、

夕
稿
は
し
い
大
臣
の
な
さ
れ
方
を
、
見
ぬ
や
う
に
す
る
術す
べ

も
が
な
と
思
ふ
と
こ
ろ
か
ら
、
さ
す
が
に
洒
落
れ
た
考
に
お
な
り

玉
タ
は
し
い
大
臣
の
な
さ
れ
方
を
、
見
ぬ
や
う
に
す
る
術す
べ

も
が
な
と
思
ふ
と
こ
ろ
か
ら
、
さ
す
が
に
洒
落
れ
た
考
に
お
な
り

谷
タ
は
し
い
大
臣
の
な
さ
れ
方
を
、
見
ぬ
や
う
に
す
る
術す
べ

も
が
な
と
思願

ふ
と
こ
ろ
か
ら
、
さ
す
が
に
洒
落
れ
た
考
に
お
な
り

は
し
い
大
臣
の
な
さ
れ
方
を
、
見
ぬ
や
う
に
す
る
術す
べ

も
が
な
と
願
ふ
と
こ
ろ
か
ら
、
さ
す
が
に
洒
落
れ
た
考
に
お
な
り

湖
月
け
り
、
殿
は
あ
い
な
く
を
の
れ
こ
ゝ
ろ
げ
さ
う
し
て
、
宮
を
待
聞
え
給
も
、
し
り
給
は

宮
は
都
合
の
よ
い
御

事
を
お
貰
ひ
に
な
つ
た
の
で
、
大
臣
が
妙
に
御ご

自じ

分ぶ
ん

一ひ
と

人り

力
瘤
を
入
れ
て
待
ち
構
へ
て
い
ら
つ
し
や
る
の
も
御
存
知
な

【
欄
外
】
強
ス
ギ
マ
ス

【
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さ
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二
四

玉
旧
宮
は
大
臣
が
妙
に
御ご

自じ

分ぶ
ん

一ひ
と

人り

力
瘤
を
入
れ
て
待
ち
構
へ
て
い
ら
つ
し
や
る
の
も
御
存
知
な

谷
旧
宮
は
都
合
の
よ
い
御
﨤
事
を
お
貰
ひ
に
な
つ
た
の
で
、
／
、
大
臣
が
妙
に
御ご

自じ

分ぶ
ん

一ひ
と

人り

力
瘤
を
入
れ
て
待
ち
構
へ
て
い
ら
つ
し
や
る
の
も
御
存
知
な

夕
稿
な
さ
れ
た
の
で
し
た
。
宮
は
、
大
臣
が
妙
に
御ご

自じ

分ぶ
ん

一ひ
と

人り

力
瘤
を
入
れ
て
待
ち
構
へ
て
い
ら
つ
し
や
る
の
も
御
存
知
な

山
タ
な
さ
れ
た
の
で
し
た
。
宮
は
、
大
臣
が
妙
に
御ご

自じ

分ぶ
ん

一ひ
と

人り

力
瘤
を
入
れ
て
待
ち
構
へ
て
い
ら
つ
し
や
る
の
も
御
存
知
な

な
さ
れ
た
の
で
し
た
。
宮
は
、
大
臣
が
妙
に
御ご

自じ

分ぶ
ん

一ひ
と

人り

力
瘤
を
入
れ
て
待
ち
構
へ
て
い
ら
つ
し
や
る
の
も
御
存
知
な

湖
月
で
、
よ
ろ
し
き
御
か
へ
り
な
る
を
、
め
づ
ら
し
が
り
て
、
い
と
し
の
び
や
か
に
て
お
は
し
ま
し
た
り
、
つ
ま
ど
の
ま
に

く
、
珍
し
い
こ
と
だ
と
お
思
ひ
な
さ
れ
て
、
た
い
そ
う
忍
び
や
か
に
お
渡
り
に
な
つ
た
。
と
、
先
づ
妻
戸
の
間ま

に

玉
旧
く
、
都
合
の
よ
い
御
﨤
事
を
お
貰
ひ
に
な
つ
た
の
で
、
珍
し
い
こ
と
だ
と
お
思
ひ
な
さ
れ
て
、
た
い
そ
う
忍
び
や
か
に
お
渡
り
に
な
つ
た
。
と
、
先
づ
妻
戸
の
間ま

に

谷
旧
く
、
／
色
よ
い
御
﨤
事
が
あ
つ
た
嬉
し
さ
に
、
珍
し
い
こ
と
だ
と
お
思
ひ
な
さ
れ
て
、
た
い
そ
う
忍
び
や
か
に
お
渡
り
に
な
つり
ま
し

た
。
と
、
先
づ
妻
戸
の
間ま

に

夕
稿
く
、
色
よ
い
御
﨤
事
が
あ
つ
た
嬉
し
さ
に
、
た
い
そ
う
忍
び
や
か
に
お
渡
り
に
な
り
ま
し
た
。
と
、
妻
戸
の
間ま

に

山
タ
く
、
色
よ
い
御
﨤
事
が
あ
つ
た
嬉
し
さ
に
、
た
い
そ
う
忍
び
や
か
に
／
し
て
お
渡
り
に
な
り
ま
し
た
。
と
、
妻
戸
の
間ま

に

谷
タ
く
、
色
よ
い
御
﨤
事
が
あ
つ
た
嬉
し
さ
に
、
た
い
そ
う
忍
び
や
か
に
／
し
て
お
渡
り
に
な
り
ま
し
た
。
と
、
妻
戸
の
間ま

に

く
、
色
よ
い
御

事
が
あ
つ
た
嬉
し
さ
に
、
た
い
そ
う
忍
び
や
か
に
し
て
お
渡
り
に
な
り
ま
し
た
。
と
、
妻
戸
の
間ま

に

湖
月
御
し
と
ね
參
ら
せ
て
、
み
木
丁
ば
か
り
を
隔
に
て
、
ち
か
き
程
な
り
、

お
ん
茵
し
と
ね

を
設
け
て
、
御
几
帳
だ
け
を
中
に
隔
て
ゝ
、
つ
い
姬
君
の
お
側
に

く
お
請
し
や
う

じ
入
れ
に
な
る
の
で
あ
つ
た
が
、

谷
旧
お
ん
茵し
と
ね

を
設
け
て
、
御
几
帳
だ
け
を
中
に
隔
て
ゝ
、
つ
い
姬
君
の
お
側
に
近
く
おト
ル

請し
や
う

じ
入
れ
に
な
る
の
で
あ
つ
た
が
、

夕
稿
お
ん
茵し
と
ね

を
設
け
て
、
御
几
帳
だ
け
を
中
に
隔
て
ゝ
、
つ
い
姬
君
の
お
側
に
近
く
請し
や
う

じ
入
れ
ま
す
。

【
欄
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】
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二
五

山
タ
お
ん
茵し
と
ね

を
設
け
て
／
請
じ
入
れ
ま
す
？
、
御
几
帳
だ
け
を
中
に
隔
て
ゝ
、
つ
い
姬
君
の
お
側
に
近
く
請し
や
う

じき
所
で
す
？

入
れ
ま
す
。

谷
タ
お
ん
茵し
と
ね

を
設
け
て
／
請し

や
う

じ
入
れ
る
の
で
す
が
、
、
御
几
帳
だ
け
を
中
に
隔
て
ゝ
、
つ
い
姬
君
の
お
側
に
近
く
請し
や
う

じ　

な

の

で

入
れ
ま
す
。

お
ん
茵
し
と
ね

を
設
け
て
請
し
や
う

じ
入
れ
る
の
で
す
が
、
御
几
帳
だ
け
を
中
に
隔
て
ゝ
、
つ
い
姬
君
の
お
側
に

い
所
な
の
で
す
。

※
な
お
、
紙
幅
の
都
合
上
、
本
試
案
は
「
蛍
」
巻
全
体
の
一
部
に
あ
た
る
。
今
後
何
ら
か
の
形
で
全
文
を
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

※
本
試
案
は
、
平
成
二
六
年
度
採
択
、
科
学
研
究
費
若
手
研
究（
Ｂ
）（
研
究
課
題
２
６
７
７
０
０
８
７
「『
旧
訳
』
を
中
心
と
し
た
谷
崎
源
氏
テ
ク
ス
ト
に
関
す

る
基
礎
的
研
究
―
翻
訳
文
学
と
し
て
の
再
検
討
―
」）
の
成
果
で
あ
る
。
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